
公益財団法人昭和大学Ｋ学･Ｋ療振興財団

第２回「昭和上條Ｋ療賞」（平成27年度顕彰）募集Ｒ項

顕彰の趣１

本顕彰は、Ｋ学・Ｅ療分Ｗの教育Ｒびｔ域保健Ｅ療において創造的かつ先ぼ的諸き動を行い、大きな

成果を挙げた実践者又は実践グループを顕彰することを目MJとします。

２。顕彰対象

(1)医療人育成部Ｍ

Ｋ療人育成において優れた成果を挙げた独創的・革新的なほ動

(2)jUI域保健医療貢献部門

・域Ｒ健Ｋ療のimt[4j上および国Ｒの健康増進に貢献した幅広いj吏域のき動

(3)医療技術部門

独創的技術をliじてＥ療分・の発展に寄与し、社会にjl献したき動

３。表彰

そ賞者はを体で６件なFﾒ9とし、表彰します。（Mll賞総額300万Pﾖ）

４。顕彰対象となる諸活動

（1）ぼ療人育成部Ｍ

①　Ｋ療ａ回において、社会や患きの求めるぼ療のさまざまなjj･Ｗのニーズにが応する能力ををにＨ

けたＫ療人の育成プログラムなどを構築した。

②　ｔ４Ｅ療が求める多4乗なニーズにガホする・力を修肖し、ｔ４で・aMJにき動するＥ療人のが成

プログラムなどを構築した。

(2)地域保健医療貢献部門

①　ｔ域住Ｒにがするき療・治療・ケアなどの４１４な領４で、先まMJで夕力果MJなＫ療を実Ｓ、あるい

は推進し、地域医療に貢献した。

②　疾病予Ｓなどのむ衆衛生、生きまａなどにａ４ｉ白iJにを事して優れたJ力績を拳げ、ｔＳＵＥＲの{i・

衛生の向上に著しく貢献した。

③　jil4において多SSli家|携のチームぼ|療|をlalaaり|に実ａし、あるいは行al、{RRI.■|祉、介・|。教

育、文fヒなどのスタッフと連携・協力し、J吏域を４でき括的なＫ療システムなどの住Ｒサーピス

を提供することで、質の高い生活を送れるよう括動した。

(3)Ｋ療技術部門

①　Ｋ療そＷにおいて、疾病の予lぢ、Sli、治療、ヶア、予1をの予測などに回する新たな11J1や革新

的な技術の回発につながる飛躍的な科学技術の９展に寄与し、ぼ療と社会に大きく貢献した。

②　ま創MJ技術をliじて,を来のＥ療では解決困難な回・のａきに寄与し,生きの質向上にjtました。

５。応あﾌﾞyli

r顕彰申請書」と「推薦書」を肖財団事務局に提け1してください。

奈推薦者は関係領域の学識経験者とします。

※き動Fj9容に回する資料を添付してください。

奈応募書類はホームページよりダウンロードしてください。

６。応Ｓ期間

平成27年４万１日(水)～9万30日(水)(締切厳守)

７。選考方法

当財回の顕彰事業選き委員会の選考を経て、垣1事会で決定します。

８。通知・公表

Ｈ月中加までにぶ募者及び推薦者に結果をigi知すると４に、ホームベージ等で公表します。

９。授賞式

回催日は平成27年12 J1 14 日（万）を予定しています。（受賞者は心ずｉ席してください.）

そ賞者には、表彰状及びＥ念メダルと顕彰金を授与します。

※授賞式終了後、き動内容について受賞講演をお願いいたします。

※受賞者については、いただいた経歴の一部をプロフィールとして使用します

１０ 串請書提出夕もａび問合せ先

7142-0064　東京都品JIIK旗の台2-2-15　昭和大学７ぢ館３階

む益財回法人Ｓ和大学Ｋ学・Ｋ療振Ｒ財団宛

電話:03-3783-6731　FAX : 03-3785-7350

E-mai1:igakusinkoOofc.shoｗa-u.ac.jp



第１回「昭和上條医療賞」受賞者（IIZ成26年度）

ｏ医療人育成部門　１件

デーマ：Ｓ床il爽コーディネーター(ＣＲＣ)の育ＳへのａりＳみ

串ＳＳｉ(なかのしげゆき)ﾀ15ま大９大学Ｅ学ＳＳＳ育ＳＳ

新ＧＣＰのgiSllｲﾋにともなう・1宋il究コーディネーター(ＣＲＣ)のＳＳのための「ＣＲＣ１１１８Ｓａｌ;」

を結成し、ＣＲＣの§Ｓ定を日本臨床薬llE学会に一本化|し、認定ＣＲＣ試験を開姶されました。そ

の後|もレＣＲＣの教科書の編纂やＣＲＣを支援するＳＳＩを立ち上げるなど,Iわが国の臨床研究の

Pﾖ滑な実Ｓと質の向上に欠かせないＣＲＣの産みの親、育ての親としてll在もＳ動を続けられて

います

○ II!|くＳ域ＥＳ１４件

テーマ：学4刻ｌ健とＳ域にａけるＳ動

ｶIS I台Ｓ(かのうはるお)ＳＩＥｶＩＳＩＳ

大ほ市西ＳｇＥ師台、大阪市Ｅ師会学校Ｅ部のll職をＳ年Ｒめられ、ｔ域Ｅ療、学4刻縦健に大

いにほ力されました。大阪市学ａ心Ｓ検診の中に、日本で最初の川崎Ｓ検Ｓを取り入れ、これ

を公費負担としました。また、厚ま労働省に働きかけ、４疹・ａ疹の２回接ａ、ＭＲ予防接種の

実施を実llしました。以上の功績により、平成16年に「Ｓ域Ｅ療およぴ学校保llS動JW献功

労者として、日本Ｅ師会最高ｲ憂功賞を受賞されました。

テーマ：回和大学病ＳＷＳｌｇにおけるｉＳＳリハビリデーションタｉＳの11S

jll手儒11(かわてのぶゆき)SSE 昭和大!le4・ＳＩＳ学Ｓａ学療Ｓ学Ｓ

リハピリテーションＥ師として、「在宅障吉者の!tE」l!1支援」の確liを目指し、昭和大学病院近隣

の3Egの保健・Ｓ祉・行政とａ携したれ城リハタ呂動を推進しました。３区の関ｲ奈者との「ltＭ４

リハＳ談会」の継続的開ｲｌ、呂Jllgとａ携した「リ八専rlチーム」の主導、東京Ｓの事業「ｇ

南Ｓｔ域リハま援センター」事業への参加、３区の「在4ﾖ高次Ｓａ自目障き」の・Ｓ、など在・の

障害者にがする多様な支援11動を行つています

テーマ：大Ｓ会のSI回jl1域におけるＥＳ

高　S4・(こうそくこん)iiSE ISIを人ＳＣＳＳＣﾀ1４4１Ｓ

縦浜市のＲｌｔＥＺで、社会的ＳきにがするＥ療に５年にわたり大いにＳ力されました。ＲＩや

アルコール中４など、ｔEg特きの背景を持つ患きにがして、日４のＩＪＳＥ療に努められるとと

もに、ｔ域のリーダーとして、様４な団体とａ携してﾀ１動しています。ｔEZの行政に働きかけ、

Ｅ療4i護や住Eil録の申請をｍＳし、依存ｉr治療支援団体、まﾀｉ支援回体と協ﾌﾞ]し、介護保険

の定着や精神科Ｅの参入等の支援を行つています。

デーマ：ｔ幌市ＥＳ會家庭医学講Ｓ

Ｓ家!台il(まつかはるみち)iiま－ＳｌｔRI法人ｔ幌市医Ｓ会

札幌市Ｅ師会会ａとして、長年にわたり各種側1康教育li動を積極的に指導し、札幌市Ｅへの健

康教育き動とＥ療啓Ｓﾀｉ動に大さく貢献されました。家ａＥ学講Ｓを年８回・計257回、市Ｅ

健康教育講Ｓを年３１回・1+954回、ｔＭ健康教・を年33回・l+795回、市ＲＥ療フォーラ

ムを計10回開ｲｌされ、多くの市民の健康意識の向上につながりました。以上の功績により、平

成18年に日本Ｅ師会最高ｲ蔓功賞を受賞されました。

○ 「I!lくＥＳＩま術11搾（グループ）

デーマ:t!!界初のカンプトデシン系lyiがん剤・ＳＳイリノテカンの開発

Ｓｌｉａ(みやさかただし)夕liiE　}ｌ・ＳＳ(さわだせいご)Ｓｔ　　ａＳＳＳ(よこくらてるお)ａ４=

学41法人昭種大拳　　　　　　ａＳＳ社ヤクルト本社申央il究所　RI朱Ｓ会社ヤクルト本社申央研究191

３ａの!JIRチームは、９年にわたりＳ力しておtがん薬の!JI究にａわれ、t!t19!］のカンプトテシン系17tがん剤・ＳＳイ

リノテカンを回lilされました。４q4a（喜Ｓ）成ガのカンプトテシンのが子Ｓａをま1奥し、そのきｌをａｌＥする実験を

繰りilして開Ｒにiiつた本邦初の1九がん剤であり、11在では多くのがんの・際的な第一ａ択JIとして、せ界中の多く

のがん患者の治療に貢献しています。


